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高分解能透過電子顕微鏡観察でも検出あるいは定量測定が困難な高窒素マルテンサイト鋼焼入れ焼

戻し材のミクロ組織状態を中性子小角散乱により測定することを試みた。高温焼戻しでは析出物の

サイズ分布と量が測定可能であり、低温焼戻しでは磁気散乱において組織変化を示唆する結果が得

られた。 
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１．目的 

高窒素マルテンサイト鋼は高炭素マルテンサイトと異なり焼戻しにより硬化するが、組織変化が

測定できていないため強化機構が不明である。そこで、中性子小角散乱により、焼戻しによるミク

ロ組織変化の検出を試みる。 
 

２．方法 

国内鉄鋼メーカーの協力により高窒素マルテンサイト鋼を加圧溶解炉で作製し、焼入れ焼戻し処

理を行った試料を用意した。小角散乱によりバルク試料の平均組織状態の焼戻しによる変化を調べ

た。 
 

３．研究成果

 高温焼戻しにおいては微細な析出物の存在が検出され、今後の解析によってサイズ分布や

量が同定できる見込みである。低温焼戻しで硬さが最大値を示す条件の小角散乱プロファイ

ルは焼入れ状態のプロファイルと大きな差異はみられないが、磁気散乱のみを取り出すと差

が検出できるようなのでナノサイズ領域が生成している可能性が示唆された。 

 

４．結論・考察

 予備的な短期間の実験であったが、小角散乱プロファイルに焼戻しの影響が現れることがわかっ

たので、次回以降、試料作製と測定条件を適切化することにより、この不明で魅力的な現象

の解明が進展すると期待される。データーの再現性を確認し、測定方法と解析手法が確立できれ

ば、ナノ組織変化による強化機構を解明できると期待される。なお、並行してＸ線小角散乱実験も

行い相補的データを採取する予定である。 
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